
-574
-627

-694 -672

-1,002

-1,121

-1,000

-790

-642
-531

-775

-898
-947

-1,100-1,056

-1,208

-1,330

1
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事業所側のニーズ 

 

 

 

採用しても良いと思う人材の勤務経験 

採用希望人材は３年目以上の勤務経験を求める事業所が５２％、新卒の採用希望は１３％であり、経験者を求める状況

にある。 

 

 

 

新卒を「採用したいができない」または「採用していない」理由 

「経営面から即戦力となる人材がほしいから」が５０％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新卒採用がしやすくなるために必要なこと 

病院などと連携した新人研修への体制整備のほか、新卒採用や新人育成にかかるコストへの助成制度が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 1.経験は不問
2.臨床経験が
1～3年未満

3.臨床経験が
3～5年未満

4.臨床経験が
5年以上

5.その他 6.未回答

68 16 19 28 29 3 1

100.0 23.5 27.9 41.2 42.6 4.4 1.5

23 3 7 12 12 0 0

100.0 13.0 30.4 52.2 52.2 0.0 0.0

19 3 8 9 6 2 0

100.0 15.8 42.1 47.4 31.6 10.5 0.0

25 9 4 7 11 1 1

100.0 36.0 16.0 28.0 44.0 4.0 4.0

1 1 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4.未回答

採用しても良いと思う看護師、リハビリ職の勤務経験について
（あてはまるものすべて選択）

1.訪問看護ステーション

全体

2.介護老人保健施設

3.介護老人福祉施設

21.0 

12.9 

50.0 

34.7 

9.7 

24.2 

16.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.人員不足で新人育成できる人材がいないから

2. 新人育成にかかるコストを賄うことができないから

3. 経営面から即戦力となる人材がほしいから

4. 人員が充足しているから

5. 定着に不安があるから

6. 過去に新卒採用がなく、採用後の…

7. その他

8. 未回答

51.0 

45.7 

29.8 

37.1 

28.5 

7.3 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 病院などと連携した新人研修の体制整備

2. 新卒採用、新人育成にかかるコストへの助成制度

3. 養成校での教育プログラムの拡充

4. 事業所間で連携し、新人育成ができる仕組みづくり

5. 行政主体の新人育成プログラムの構築

6. その他

7. 未回答

 
６．過去に新規採用がなく、採用後のモデルキ

ャリア（将来像）を描けないから 

⇒臨床経験者を求める傾向にあり、経営面（訪問件数による売り上げへの跳ね返り、人材育成にかかる費用）から、即

戦力となる人材を求める傾向にあり、新卒を採用できていない状況。 

事業所側のニーズ 就職者側のニーズ 

 

 

 

 

就職先として訪問看護ステーションを検討している学生 

将来的な選択肢を含め検討している学生は４３．６％で、「わからない」を含めると５９．８％になる。 

 

 

就職先として訪問看護ステーションを選ぶために必要なこと 

訪問看護、訪問リハビリに必要な専門知識や技術の習得が８割近くに上った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データはいずれも、「令和２年度 新潟市医療・福祉職就職支援調査 報告書（R3.3 地域医療推進課）」を引用 

1. 検討している

6.2%

2. 将来的な選択肢の

１つとして検討している

37.0%
3. 検討していない

39.8%

4. わからない

16.6%

5. その他

0.3%

75.8 

46.4 

36.3 

40.5 

38.1 

53.6 

9.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 訪問看護、訪問リハビリに必要な専門知識や技術の習得

2. 就職後の研修制度やフォローアップの充実

3. 養成校での訪問看護、訪問リハビリ実習の拡充

4. 給与水準の高さ

5. 福利厚生の充実

6. 看護師、リハビリ職として病院などでの臨床経験

7. わからない

8. その他

⇒就職先として訪問看護を検討している学生は半数近くにのぼり、訪問看護への周知や理解が進めば、今後ニーズ

が増える見込みであるが、訪問看護に関する専門知識や技術の習得や就職後の研修制度やフォローアップの充実

など、人材を育てていく環境であることが求められている状況。 

就職者側のニーズ 
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